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三分一博志講演会 〜地球のディテール〜を聞いて 報告 

私が三分一さんを始めて知ったのはある建築雑誌で「犬島美術館」の作品を見た時です。 

その時の衝撃は大変なもので、是非実物を見てみたい、三分一さんをもっと知りたいと強く感じていました。 

しかし何やかやと忙殺されて叶わずにいた時、2009年12月に講演を聴く機会に恵まれ、間違いなく素晴らしい 

設計思想だと改めて感動したものです。その時の感想を記録していましたので紹介しますと。 

「建築の設計において大切なのは 

環境のメカニズムを理解し、環境をコントロールする技量 

使用する材料を理解し、適切な材料を、又は適切な材料を組み合わせて使用する技量 

構造、工法を理解し、適切なフレームを選択する技量 

社会の決まりごとを理解し、其のルールを解釈する技量 

そしてそれらのことを芸術的センスでまとめきれる技量 

それらの礎のもとで、クライアントの又社会の又作者自身の空間に対する夢を具現化する技量を持つことだと思 

う。 

三分一さんは久しぶりに私に大きな感激を与えてくれました。 

バランスよい技量の持ち主と思います。特に環境のメカニズムに対する知識、其のアイデアを美的に処理する技 

術、 

恐れ入ります。 2009年12月1日 氏の講演を聞いて」 

その後、今年の3月、「福岡県美しいまちづくり建築賞入賞作発表会と記念講演」に於いて再度、新しいプロジ 

ェクトの紹介を加えた発表を聞き、同じような感激をしたわけですが、今回の講演はそれとほとんど同じ内容と 

はいいながら楽しく聴かせていただきました。 

あらためて、動く素材に対する基本を忘れているとの指摘、地球固有の姿かたちを知る事、場の歴史的背景を知 

る事を大切にする必要性を感じた。 

その為に調査分析に必要な時間を要する事。 

誰かの質問で「どのくらいの時間が必要か？」とあったが、少なくとも1年は・・・との答え。最もと思いなが 

ら全てのプロジェクトがそのような進め方ではいくまい。 

才能と条件に恵まれた人のみが成せる進め方か？とも思っているが、設計者としては大切な心得とは思う。 

最後に三分一さんに対する評を書物で観たので紹介しておきます。 

「建築に芸術だけを求めるというか、そんな時代はもう終わったと俺は考えている。 それを最も表現している 

のが三分一さんだと思います。 

三分一さんの作品には優しさを感じます。 

それは人に対してでもあり、環境に対してでもある。 

また、建築物は広告塔としての役割もあると思うんですよ 

三分一さんの建築を通してのメッセージは他の建築家と比べ非常に分かりやすく、そこからも優しさを感じる。 

だから説得力が大きいんですよ。 

｢環境を考慮」っていう抽象的な概念をここまで表せた人は初めてです。 

しかもそこには芸術性もしっかりあるんです。この両立のバランスも素晴らしい 今までの頭の固い建築家から 

の脱却が三分一さんです。 

三分一さんはこれからが一番輝く人だからみんなにも知って貰いたいと思った。 

俺もこんな建築家を目指したいし、それ以上になりたい。｣ 

飯塚地域会 荒木正勝 

新役員紹介 挨拶 

【建築士会 副会長挨拶】北九州ブロック担当 

社会情勢の変化に伴って建築を取り巻く環境もいろいろ様変わりしてい 

る昨今ですが、当然ながら建築士の役割も、例えば木造建築エキスパー 

トの育成等、徐々に変化してきていることを感じます。こういう中で当 

建築士会の喫緊の課題の一つに、「特に地方における会員の高齢化及び 

若手建築士の入会率の低さによる会員の減少」対策があります。その有 

効な対応としては、当士会が社会の要求に応える具体的方策を打ち出 

し、非会員建築士の賛同を得ることがあると考えます。古参の副会長と 

して皆さんと一緒に真摯にそれを追求していきたいと思いますので、皆 

様も自分の身近な問題と捉え、ご協力の程、どうぞよろしくお願い致し 

ます。 

副会長 開田 一博 

【建築士会 副会長】福岡ブロック担当／福岡地域会代表 

この度、同じ副会長ではありますが、少し立ち位置が代わり、福岡ブロ 

ックからの代表として、副会長の任につかせていただくことになりまし 

た。 

長い間、青年女性委員会とまちづくり委員会を担当させていただき、県 

本部の活動に重点を置いてまいりましたが、これからは少し立ち位置と 

見方を変え、気持ちも新たに、さらなる活動の活発化を目指して行きた 

いと思っております。 

皆様のご協力をどうぞよろしくお願い致します。 

副会長 上田 眞樹 

【建築士会 副会長挨拶】 

建築士制度部門委員会／事業部門員会担当併任 

令和４・５年度副会長を拝命いたしました、建築士制度部門・事業部門 

を担当いたします。鮎川会長を支える執行部として、引き続き福岡県建 

築士会の運営に携わることになり、その重責を改めて感じております。 

令和２年度より建築士の試験制度が大幅に変わり、試験運営を担当し 

ます福岡県建築士会としても、しっかりと対応してまいります。 

また、社会情勢の変化や立て続け発生する様々な災害、福岡県建築士会 

は公益法人として、運営上、取り組まなければならない課題も山積して 

おります。 

一度にすべてをパーフェクトにすることは容易ではありません。一歩 

一歩、着実に、丁寧に前にすすめる一助になりたいと思っております。 

建築士会の綱領「わが建築士会は 会員の向上のため 最善の団結たる 

べし」にありますように、福岡県建築士会が会員の皆様に喜ばれ、有益 

であると共に、社会に広く認められる会になるよう、職責を全うしてま 

いります。 

どうぞ皆様のご理解、ご協力をお願いいたします。 

副会長 柴田成文 

【建築士会 副会長挨拶】まちづくり・景観部門委員会担当併任 

この度会長指名により副会長に就任致しました。よろしくお願いいたし 

ます。 

最近は、コロナ禍により懇親会等が中止となり、人と会っていろいろな 

地域の情報、近況、お悩み事を分かち合う時間も少なくなりました。も 

ちろん、みんなが集まって話すことがベストだと思いますが、それまで 

は辛抱。例えばITを駆使すれば人数制限も緩和され、オンライン上で地 

域間の交流や情報の交換、セミナーや座談会も大きなテーマと身近なテ 

ーマを両立することにより、より多くの会員が参加できる環境を作るこ 

とも可能だと思います。皆さんが一堂に集まる事が出来たときの準備を 

今から始めましょう。今、会員数は減少傾向ですが、こんな状況でもそ 

れに負けない活気を持続するため、身近に勉強したいこと、やりたいこ 

とを集まれば実現できること、いわゆる「メリット」を自ら模索しまし 

ょう。2025年には福岡県担当で「建築士の集い」が再びやって来る予 

定です。活気を取り戻し、より多くの方に当会の活動に参加いただける 

よう、皆さんのご支援ご協力をよろしくお願いします。 

副会長 藤木 博文 

【建築士会 専務理事挨拶】 

鮎川会長のご指名で、専務理事を拝命いたしました。令和２年度から理 

事の一人として務めておりましたが、これからは執行部の一員として会 

の運営を直接担うこととなり、さらなる重責を感じているところです。 

微力ではございますが、会長、副会長の補佐役として丁寧な業務執行を 

心掛け、当士会の活動を通じた建築士の社会貢献という目標達成のため 

に少しでもお役に立つよう努めてまいります。 

これまでの建築士試験・登録委員会委員長としての役目も引き続き担当 

してまいります。この２年間はコロナ禍の中で臨機応変な対応が必要と 

なりましたが、会員の皆様のご協力と事務局の並々ならぬ頑張りで無事 

実施することができました。ありがとうございました。 

また、先日、別稿で報告している建築士会連合会九州ブロック会総会に 

出席しました。全国・九州での建築士を取り巻く喫緊の課題への各県会 

長様の熱心な討議を拝聴して本士会の社会に対して果たしていくべき役 

割を再認識したところです。これらの解決のためにも精いっぱい努めて 

まいりますので、ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

専務理事 碇 好生 

第３５回福岡県美しいまちづくり建築賞案内 案内 

■募集期間 

令和４年７月１日（金）～８月１８日（木） 

※ 当 日 消 印 有 効 

※早めの応募・推薦をお願いいたします。 

■応募部門 

《住宅の部》 

・一戸建ての専用住宅。ただし、併用住宅で住宅部分の延べ面積が過半 

を占めるものを含みます。 

・長屋建住宅及び共同住宅等の集合住宅、街区を形成する住宅群。 

ただし、複合用途で住宅の部分の延べ面積が過半を占めるものを含みま 

す。 

《一般建築の部》 

・原則として住宅の部以外の建築物を対象とします。 

■表彰 

令和５年度に、所有者、設計者、施工者の代表者などの方に対して、福 

岡県知事等が表彰を行います。 

なお、協賛団体により（一財）福岡県建築住宅センター理事長賞を設け 

ております。 

■作品の送り先 

福岡県建築都市部住宅計画課内 

「福岡県美しいまちづくり建築賞事務局」 

お問合わせ電話番号 ０９２－６４３－３７３３ 

■インターネットでの応募 

福岡県庁ホームページ 福岡県美しいまちづくり建築賞 

http:// www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/kenchikusyo.html 

＊「福岡県美しいまちづくり建築賞」で検索 

■郵送での応募 

応募用紙に必要事項を記入し、次の図面を併せて応募してください。 

・Ａ３横使いの用紙に設計趣旨、配置図、平面図（以上必須）、および立面図等その他必要な図面をまとめたも 

の。図面は２枚まで可能（応募用紙と合わせて３枚限度）です。 

★選考の対象、応募方法等詳細は下記（福岡県ホームページ 第３５回福岡県美しいまちづくり建築賞）をご覧 

ください。 

http://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/kenchikusyo.html 

事務局 

第64回建築士全国大会「あきた大会」 案内 

福岡県士会では、全国大会参加希望者を募ります！ 

大会詳細内容は建築士５月号掲載の「あきた大会」の案内、連合会ホームページ をご覧いただき、大会エクスカ 

ーションをご希望の方は各自お申込みください。 

また、本会ツアーにつきましては、下記日程を予定しておりますが、詳細につきましては、参加希望の方に改め 

てご案内いたします。 

■参加される正会員の皆様の大会登録費(6,000円)は県士会が負担いたします。 

ツアー料金は、飛行機往復、宿泊代を含め80,000円前後を予定しております。 

（※ただし、2泊目大交流会参加費（7,000円）は含んでおりません。） 

ホテル宿泊はビジネスホテルですので、1室1名（朝食付き）が基本となります。 

秋田パークホテルHP→ http://www.akita-parkhotel.co.jp/koutsu.htm 

☆こちらは、福岡県士会版のあきた大会ツアーです。ほかにご希望の行事、コース、ホテル宿泊等 

ご検討されている方は、直接参加希望申込書を福岡士会事務局に7月15日（金）までご提出ください。 

☆福岡版ツアーに申込書は こちら から 

連合会総会 報告 

6月21日13時半から建築会館にて建築士会連合会令和4年度通常総会が開催された。各士会から全員出席（一 

部Web出席）、これまでのようにロの字の机配置ではなく、執行部とスクリーンの正面に向かう学校型配置で 

開催された。国交省深井課長と三井所名誉会長を来賓にお迎えして、岡本大阪士会会長が議長に就任して議事が 

進行された。 

第一号議案：令和3年度事業報告及び令和三年度決算報告承認の件 

第二号議案：任期満了による役員会戦の件 

各議案が承認された後、二期目の近角会長を中心にした新たに承認された理事による新体制が発足した。 

そこで報告事項として、令和4年度事業計画及び令和4年度予算報告がなされた。 

議事進行中は写真にあるように、正面スクリーンにWeb出席者が映し出されて会場からも出席者の顔が見える 

ようになっていた。 

会場風景 Web参加者が映し出される 

通常総会の後、新体制による第54回定時理事会が開催された。新体制では九州ブロックから、連合会副会長に 

鉄川長崎士会会長、理事に金城沖縄士会会長と井上前大分士会会長、さらに監事に中尾元熊本士会会長が就任し 

た。また、近角会長の今期施策方針が次のように示された。脱炭素社会への対応、新型コロナ対策、専攻建築士 

制度の活性化等が述べられられた中、特に強調されたのは災害対応について地震だけでなく水害にも対応するこ 

とを各単位会に求めたいということだった。 

会長 鮎川透 

6/24 日本建築士会連合会令和４年度総会九州ブロック会 報告 

６月２４日（金）、長崎市のホテルニュー長崎において九州ブロック会の令和４年度総会が開催されました。連 

合会から近角会長をお迎えし、九州・沖縄の各県士会会長など１９名が出席しました。「久しぶりの対面形式で 

正常な方法が取れることになりありがたく思う。」との井上ブロック会会長のあいさつで始まり、熱心な討議が 

行われました。 

議事は以下のとおり 

（１）九州ブロック会規程の一部改訂について 

（２）前回会長会議報告 

（３）令和３年度事業報告、決算報告及び監査報告 

（４）令和４年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

（５）建築士会全国大会鹿児島大会について 

（６）建築士会九州・沖縄建築作品賞について 

（７）災害対策特別会計規約（案）について 

（８）旅費規約について 

（９）行事開催及び役員担当は県予定表について 

九州・沖縄建築作品賞については、引き続き検討を行うこととなり、その他の議事は承認されました。また連合 

会成藤専務理事から「設計業務等の実態調査への協力のお願い」ほかについてオンライン報告が行われました。 

総会終了後は、懇親会が開催されました。 

専務理事 碇 好生 
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